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18:00-18:20 稲垣紫緒川 probabilis七icmethod for the experimental 
determina七ionof con七ac七sbetween grainsJ 
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「粉体物理の現状と展望」
(懇親会) 19:00 rほくとJ(北部生協2階)
12月27日
座長:山本量一
09:00-10:00 高木周(東大工)r微量の表面活性剤が気泡流の巨視的構造に与える影響1
10:00-10:45 原田周作(北大工)r微粒子分散系の動的特性J
(休憩)
座長:梅景俊彦
11:00-12:00 湯晋ー(九工大名誉教授)rDEMで求めた粉体層の構成および状態関係と
それを用いた粉体層の動力学的崩壊の計算と実験による検証J
12:00-12:20 林秀光(豊田中央研)r引力を考慮した DEM法による多孔体構造作成シミュレ
ーションj
(昼食)
座長:湯川諭
13:30-13:50 若生潤ー(都城高専)r 1次元粉体振動層の重心運動についての現象論1
13:50-14:10 島田尚(東大工)r微視的エネルギー流の分布についてJ
14:10-14:30 鈴木将(東大工)r単層 Ising双極子粒子系の熱力学及び凝集ダイナミクスj
砂や土壌迄含めた広い意味の粉体は工学上、農学上、地学上で重要なテーマである。その一方で、
物理学者が粉体に着目するようになって 15年ほどの月日が流れた。この聞にどのような成果があ
り、どのような発展の方向があるのかを探るのが本研究会の目的であった。そのため本研究会では
物理の分野以外からも化学工学、機械工学、粉体工学、地震科学、惑星科学等の諸分野から広く世
話人及び講演者を集めた学際的な研究集会となった。研究集会への登録参加者数は70名弱であり、
年末の押し迫った時期にしては予想以上の研究会参加者があった。
当初のプランでは招待講演者以外の一般講演はポスターセッションにする予定であったが、ちょ
うど 3日間の研究会に収まる程度の講演数であったので、全ての講演を聴衆が一通り聴く機会を設
けるために全て口頭での発表となった。
一日目のセッションは専らガス系をテーマとし、そのため惑星科学からの話題提供が多くなった。
聴衆の多くは惑星に関する講演に初めて接したが評判は上々であった。二日目の午前中は粉体系の
レオロジーの問題を多角的に論じるセッションであった。午後は専らその応用として地震科学から
の話題提供が多かった。三日目午前は工学分野からの講演で混相流やDEM(個別要素法)につい
て議論された。三日目午後は粉体講演の他にそれに関連した雑多な話題提供もあったo
???
?
研究会報告
講演者のバックグラウンドがかなり雑多であり、相互のコミュニケーションが可能かどうかにつ
いて若干の心配があったが、何れの講演も活発な議論を呼び、心配は紀憂に過ぎなかった。不満が
あるとすれば工学畑からの参加者が少なく、その少ない参加者が三日目の講演だけを聴きに来たこ
とである。(また彼らの多くは登録もしていないようである)。もう一つ触れるべきことは、研究会
講演で純粋に粉体を論じたものが少ない一方で、地学現象、特に地震を解析した講演が多く、研究
会のテーマを「粉体jとすることが適切かどうかについて議論があった点である。
(文責:早川)
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